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研究成果の概要（和文）：骨誘導因子徐放型吸収性材料を新規開発した. 
基材に PLGA を用い, 骨誘導因子として, osteogenic supplements [OS; デキサメタゾン(Dex), アスコルビン酸(AsAc
), ベータグリセロリン酸(bGP)] をPLGAに封入した（OS/PLGA）. OS/PLGA をPBS中に浸漬した. 24h後, 48h後, 72h後,
 96h後, 120h後, および144 h後にPBS中からOS/PLGA を取り出し, PBS中に溶出したDex, AsAc, bGPを定量した. 
Dex、AsAc、bGPのいずれも、144 h後まで骨誘導因子を徐放することが確認された. 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to invent biodegradable bone inductive material for 
jaw reconstruction.
PLGA was used as a base material and osteogenic supplements were incorporated into PLGA（OS/PLGA）. 
OS/PLGA flagments were immersed in PBS and removed after 24h, 48h, 72h, 96h, 120h, and 144h for analysis. 
OS were detected untill 144h.

研究分野： Tissue Engineering

キーワード： biodegradable material　PLGA　jaw reconstruction
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１．研究開始当初の背景 
広範囲顎骨欠損の再建には、ドナーサイトか

らの血管柄付ブロック骨移植が広く行われ

ている. しかし術後疼痛など, ドナーサイ

トの合併症のため長期の入院が必要となる。

本研究の最終目的は、顎骨再建に必要なブロ

ック骨採取の必要性をなくし、患者 QOL の改

善および医療費の削減に寄与するために、骨

誘導因子徐放型生体吸収性メッシュプレー

トを開発することである。 

 
２．研究の目的 
顎骨再建においてチタンや吸収性メッシュ

が使用されているが、骨誘導作用はない。 本

研究では積極的に欠損部に骨形成を促すた

めに、骨誘導因子徐放型吸収性メッシュプレ

ートの開発を最終目標とし、予備研究として

骨誘導因子徐放型吸収性材料を新規開発し

た。 

 

３．研究の方法 
基材に PLGA を用い、solvent-casting and 

particulate leaching 法により作製した。

骨誘導因子として、osteogenic supplements 

[OS; デキサメタゾン(Dex), アスコルビン

酸(AsAc), ベータグリセロリン酸(bGP)] を

PLGA に封入した（OS/PLGA）。 OS/PLGA を 8 x 

8 mm に小片化し、PBS 中に浸漬した。 OS/PLGA

を PBS 内で溶解させ、24h 後、48h 後、72h 後、

96h 後、120h 後、および 144 h 後に PBS 中か

ら OS/PLGA を取り出し、 PBS 中に溶出した

Dex、AsAc、bGP を液体クロマトグラフィーで

定量した。  

 

４．研究成果 

Dex の溶出量 (ng/mL) は、24h 後; 405、48h

後; 332、72h 後; 247、96h 後; 271、120h 後; 

257、および 144h 後; 176 であった。AsAc の

溶出量 (μg/mL) は、24h後; 155、48h後; 103、 

72h 後; 69、96h 後; 89、120h 後; 71、およ

び 144h 後; 47 であった。bGP の溶出量(μ

g/mL)は24h後; 718、48h後; 416、72h後; 182、

96h 後; 232、120h 後; 170、および 144h 後; 

164 であった。徐放量の時間的経過は、浸漬

開始後 24 時間で最も高く、経過時間に反比

例して低下した。PBS 内溶解後、測定を行っ

た 144 時間まで、骨芽細胞誘導に有効な濃度

を維持していたが、PBS が OS/PLGA 全体に浸

透するのに一定の時間が必要であり、吸水に

より、一度徐放した OS が材料内に吸収され

ている可能性が考えられた。 
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